
教科：保健体育 キーワード：  

 

教材名：車いす用卓球台 

 

特徴 

車いすに座ったまま卓球や卓球バレーができる。 

ネットの中に入れば、ボールが周りに散らばること

なく競技の練習ができる。 

 

使用目的 

体育の授業や部活動で、卓球バレーや卓球の練習をするときに使用する。卓球台にキャスターがついて

いるので移動させることができる。 

使用方法 

一人で卓球や卓球バレーの練習ができる。一般的な卓球台よりも高さが低く、台の面積も小さくなってい

る。卓球バレーを行う際は、３人対３人で対戦ができる。 

自動で玉を送り出す機械もあるので、児童生徒の実態に応じて、使用するとよい。 

組み立ては、教員２名で行うとよい。 

使用事例 

 主に部活動で使用した。授業でもたくさん活用してほしい。 

備考（準備物等）： 

自動で玉が出てきて、一人でも練習できる機械です。 

ボールスピード、ボールスピン、高さや角度等を手動で調節できます。 

 

 


